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昨
年
末
、
日
産
自
動
車
元

会
長
の
ゴ
ー
ン
氏
が
、
箱
に

入
っ
て
脱
国
し
た
と
い
う
報

道
に
は
唖
然
と
し
た
。
逃
げ

方
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
も
の
だ

▼
「
桜
を
見
る
会
」
の
名
簿

を
捨
て
た
と
い
う
の
も
同
様
。
公
費
の
支

出
関
係
書
類
は
最
短
で
も
年
度
終
了
後
、

１
年
は
保
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
公
務
員

の
常
識
だ
と
思
う
が
、
上
級
官
僚
は
も
と

よ
り
、
関
係
職
員
の
誰
一
人
、
お
か
し
い

と
い
う
声
が
出
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

今
年
に
な
っ
て
、
菅
官
房
長
官
が
公
文
書

管
理
法
違
反
を
認
め
た
が
、
誰
が
ど
う
責

任
を
と
る
の
だ
ろ
う
。（
そ
の
後
、
歴
代

人
事
課
長
が
処
分
さ
れ
た
が
、
ど
う
な
の

か
？
）
▼
も
う
１
件
。
元
農
林
事
務
次
官

の
息
子
殺
し
。
最
初
の
言
い
訳
で
は
、
他

人
を
傷
つ
け
る
の
を
恐
れ
未
然
に
防
ぐ
た

め
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
の
に
、
弁
護
士
の

進
言
か
も
知
れ
な
い
が
、
長
い
間
自
分
が

殺
さ
れ
る
か
も
と
悩
ん
で
い
た
か
ら
と
、

正
当
防
衛
を
主
張
し
て
い
る
ら
し
い
。
し

か
し
、
息
子
は
凶
器
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
と
も
聞
く
し
、
事
前
に
覚
悟
の
手
紙
を

書
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
か
し

い
。
仮
に
自
分
が
傷
害
を
負
え
ば
、
息
子

が
刑
務
所
に
入
り
、
更
生
し
て
世
の
為
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と

考
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
▼
い
ず
れ
に

し
て
も
、
恥
を
知
れ
と
言
い
た
い
。

 

（
新
井
通
子
）

自
由
は
大
山
の
麓
よ
り

『
雨う

岳が
く

文ぶ
ん

庫こ

』
へ
向
か
う

　

昨
年
の
11
月
７
日
木
曜
日
、
小
田
急
「
伊

勢
原
駅
」
前
に
集
合
し
て
の
歴
史
教
室
（
散

策
）
は
『
大
山
詣
と
自
由
民
権
の
里
を
訪
ね

（
２
面
に
続
く
）

て
』
と
題
さ
れ
、
快
晴
の
空
の
下
17
人
の
参
加

者
揃
っ
て
、
ま
ず
は
『
雨
岳
文
庫
』
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

雨
岳
文
庫
は
幕
末
最
後
の
代
官
屋
敷
で
あ
っ

た
山
口
家
住
宅
、
並
び
に
２
万
点
に
及
ぶ
古
文

書
や
古
美
術
品
な
ど
の
文
化
財
の
総
称
と
の
こ

と
。
明
治
時
代
初
頭
に
山
口
家
の
家
督
を
相
続

し
た
８
代
目
当
主
、
佐
七
郎
氏
は
、
神
奈
川
県

職
員
や
大
住
・
淘
綾
両
郡
の
郡
長
を
経
て
、
自

由
民
権
社
「
湘
南
社
」
の
社
長
と
な
っ
た
人
物

で
す
。
さ
ら
に
は
帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
と
な

り
、
板
垣
大
助
や
福
沢
諭
吉
な
ど
か
ら
知
遇
を

得
て
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
の
話
は
さ
て
お
き
、
残
さ
れ
た
屋
敷
は

そ
の
後
、
増
築
や
改
築
が
施
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
そ
の
都
度
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
代
官
屋
敷
と
し
て
の
太
い
柱

や
梁
も
見
事
で
す
が
、
皇
族
の
方
が
宿
泊
す
る

た
め
に
増
築
さ
れ
た
所
や
、
殿
様
の
た
め
に
改

築
し
た
２
階
で
は
、襖
絵
や
障
子
の
格
子
模
様
、

柱
の
彫
り
物
な
ど
、
随
所
に
精
巧
な
細
工
が
施

さ
れ
た
数
寄
屋
造
り
と
な
っ
て
い
て
、
文
化
財

と
し
て
大
変
に
貴
重
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

伊勢原市上粕屋にある雨岳文庫（山口家住宅とその敷地、歴史資料など２万点を収蔵）で

大
山
詣
と
自
由
民
権
の
里
を
訪
ね
る

第71回歴史教室（散策）
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文化祭に参加した会員の皆さん

日
溜
ま
り
に
冬
蝶
止
ま
る
民
権
碑

（
１
面
よ
り
続
く
）

（
３
面
へ
続
く
）

財
保
護
に
、県
も
国
も
、そ
し
て
私
た
ち
も
、

よ
り
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

近
く
の
道
灌
塚
へ

　

さ
て
、
次
は
近
く
の
道
灌
塚
へ
行
き
ま

し
た
。

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
は
昨
年
の

11
月
２
日
、「
第
25
回
ふ
れ
あ
い
手
づ
く

り
文
化
祭
」を
横
浜
市
従
会
館
で
開
催
。当

会
を
は
じ
め
横
浜
市
従
退
職
者
会
、
鎌
倉

市
役
所
退
職
者
会
の
仲
間
た
ち
約
２
８
０

人
が
交
流
し
、文
化
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

加
瀬
文
隆
実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
ス

タ
ー
ト
。
４
階
の
会
場
で
は
花
笠
音
頭
の
踊

り
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、ウ
ク
レ
レ
や
ギ
タ
ー
演
奏
、

歌
、
和
服
の
着
付
け
、
横
笛
演
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。
し
か
し
主
君
の
扇
谷
上
杉
家

の
定
正
の
企
て
に
よ
り
、
こ
の
地
伊
勢
原

で
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
非
業
の
死
を
遂
げ

た
人
物
で
す
。こ
こ
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

夢
心
亭
で
大
山
名
物
の
豆
腐
料
理

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
、
大

山
登
山
道
口
の
愛
宕
橋
ま
で
移
動
し
、
夢

心
亭
で
大
山
名
物
・
豆
腐
料
理
の
昼
食
と

な
り
、
参
加
者
皆
さ
ん
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
初
心
者
の
筆
者
に
と
っ
て
、

早
く
も
次
回
の
歴
史
教
室
が
楽
し
み
で

す
。 

（
瀧
本
哲
彦
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

日
溜
ま
り
に
冬
蝶
止
ま
る
民
権
碑

（
友
井
眞
言
）

　

太
田
道
灌
は
江
戸
城
を
築
城
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
室
町
時
代
の
武

将
で
す
が
、
文
人
と
し
て
も
秀
で
て

文化祭
フォーク
ギターに声を乗せ

第25回
ふれあい
手づくり
文化祭

神奈川自治労連退職者会神奈川自治労連退職者会

　

大
山
登
山
の
た
め
に
、
バ
ス
で
し
ば
し

ば
何
気
な
く
横
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
筆
者

に
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
目
か
ら
鱗
が
落

ち
る
」
で
し
た
。
先
日
も
沖
縄
で
首
里
城

が
火
災
で
全
焼
し
た
ば
か
り
で
す
。
文
化

自由民権の碑に
冬の蝶が止まって
いた（雨岳文庫）「雨岳文庫」で

夢心亭で昼食

大山の阿夫利神社

と　き　2020年６月19日（金）10時受付
　　　　10時30分開会～12時30分終了
ところ　ＪＲ「本郷台」下車徒歩５分
　　　　県立市民かながわプラザ（あーすぷらざ）１階
　☆終了後、同ぷらざのレストラン「メルヘン」で懇親会
　☆懇親会：12時45分～14時30分
　☆会　費：2000円　
　☆詳細は次号『こだま会報』をご覧ください

こだま会定期総会のご案内第35回

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡
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（
２
面
よ
り
続
く
）

こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

畑
か
ら
野
鼠
逃
げ
る
大
根
引

 

　

友
井　

眞
言

日
向
ぼ
こ
代
行
バ
ス
を
待
っ
て
ゐ
る

 

　

坂　
　
　

守

京
菓
子
の
色
さ
ま
ざ
ま
に
春
隣

 
　

田
中　

一
男

よ
ち
よ
ち
と
フ
ェ
ル
ト
沓
の
児
青
き
踏
む

 

　

木
村　

武
子

朝
霜
や
大
根
の
葉
を
押
し
ま
げ
る

 

　

中
村　

桂
子

寒
さ
耐
え
怒
り
の
拳
反
カ
ジ
ノ

 

　

後
藤　

貞
夫

六
畳
間
ち
ょ
こ
ん
と
母
の
日
向
ぼ
こ

 

　

瀧
澤　

正
行

初
日
さ
す
片
瀬
の
浜
に
砂
人
魚

 

　

鳥
海　

敏
雄

患
ひ
し
句
友
を
し
の
ぶ
初
句
会

 

　

島
田
多
嘉
子

初
句
会
飛
び
立
つ
鳥
に
励
ま
さ
れ

 

　

柳
瀬　

節
子

蠟
梅
や
大
山
裾
の
陽
だ
ま
り
に

 

　

本
山　

文
子

水
仙
の
香
に
送
ら
れ
て
初
句
会

 

　

松
尾
佐
知
子

千
両
の
実
鮮
や
か
な
り
し
仏
間
か
な

 

　

白
石
保
次
郎

手
間
か
け
て
大
根
料
理
の
味
尽
く
す

 

　

高
橋　

和
江

清
烈
に
軒
に
並
ぶ
や
三
浦
大
根

 

　

常
世
田
芳
子

日
向
ぼ
こ
七
福
神
の
五
人
ほ
ど

 

講
師
・
大
田　

土
男

●健康教室（新企画）
と　き　４月10日（金）
　　　　13時30分～15時30分
ところ　 かながわ県民センター７階
　　　　703号室ミーティングルーム
　　　　（横浜駅西口）
テーマ　 高齢期の健康な過ごし方
　　　　 （こだま会員・工藤テル子看護

師による「きくち体操」と交流）
詳　細　同封のチラシ参照
問合先　こだま会事務所☎045（212）3179
●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日13時～）
と　き　３月12日（木）４月９日（木）
ところ　県庁本庁舎地下１階県労連会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　こだま会事務所☎045（212）3179
●てく・テクの会
と　き　４月２日（木）
内　容　 平和の母子像・恩田川の桜・

版画美術館などを訪ねる
参加費　無料（交通費・食事自己負担）
詳　細　同封のチラシ参照

杉原克典さんのフォークギターに声を合わせる

▼ 48人が血圧・体脂
肪を測定

油絵や写真・絵手紙・俳句など力作が並ぶ

▲約280人が交流

人
気
の
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
コ
ー
ナ
ー

　

カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
声

が
出
る
の
か
と
思
う
よ
う
な
歌
声
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
、圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
は
、
杉
原
克
典
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演

奏
に
合
わ
せ
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
皆
で

歌
い
、
10
代
の
頃
に
若
返
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
コ
ー
ナ
ー
も
賑
わ

い
を
見
せ
、
48
人
が
受
診
。

　

参
加
者
は
お
弁
当
や
お
で
ん
、
飲
み
物

を
い
た
だ
き
な
が
ら
歓
談
し
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

３
階
の
会
場
で
は
、
手
作
り
バ
ッ
グ
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
ポ
ー
チ
、
鎌
倉
彫
、
油

絵
、
水
彩
画
、
水
墨
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、

写
真
、
書
、
絵
手
紙
、
俳
句
、
ク
ロ
ー
バ
ー

の
し
お
り
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
プ
ロ
顔
負

け
の
作
品
で
見
る
人
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
囲
碁
・
将
棋
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
む

人
も
見
ら
れ
、
才
能
あ
ふ
れ
る
文
化
に
ふ

れ
た
楽
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
中
嶋
ひ
と
み
）
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会員
紹介

－54－

　

現
役
時
代
、
保
健
所
の
温
泉
課
と
い

う
全
国
的
に
も
ま
れ
な
職
場
で
活
躍
さ

れ
た
久
保
寺
公
正
さ
ん
か
ら
便
り
が
届

き
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

多
い
入
浴
事
故

　

寒
い
時
期
の
温
泉
は
格
別
で
す
が
、

入
浴
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
ご
存
知
で
す
か
？　

入
浴
中
の
死
亡

も
言
わ
れ
、
12
月
か
ら
２
月
の
寒
い
時
期

の「
自
宅
の
浴
槽
」で
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
７
割
以
上
が
私
た
ち
と
同
じ
年
頃
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。な
ぜ
、高
齢
者

の
事
故
が
多
い
の
か
、
そ
の
原
因
と
対
策

に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

入浴事故を予防
してご活躍を

いのちを守る「10カ条」

久保寺 公正さん

か
っ
て
長
湯
す
る
」
日
本
は
、
世
界
が

驚
く
ほ
ど
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
日
本
の
入
浴
法
に
、
加
齢
に
よ

る
温
度
・
喉
の
渇
き
感
覚
な
ど
身
体
機

能
の
衰
え
や
、
飲
酒
入
浴
等
が
加
わ
る

た
め
で
す
。

　

事
故
の
多
い
寒
い
冬
場
の
入
浴
状
況

を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。「
寒
い
脱
衣
所
」
で

脱
ぐ
と
早
く
温
ま
ろ
う
と
「
熱
湯
」
に

の
一
連
の
行
動
に
事
故
を
誘
発
す
る
重

大
な
原
因
（
強
調
文
字
）
が
潜
ん
で
い

ま
す
。

　

寒
い
脱
衣
所
で
は
血
圧
が
上
昇
し
、

さ
ら
に
、
急
な
入
浴
で
上
昇
し
て
脳
卒

中
や
心
臓
発
作
等
を
誘
発
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
首
ま
で
の
入
浴
は
、
水
圧
に
よ

る
血
液
の
押
し
上
げ
で
心
臓
の
負
担
の

増
大
を
、長
湯
は
、熱
中
症
や
脳
梗
塞
・

心
筋
梗
塞
・
不
整
脈
な
ど
を
誘
発
さ
せ
、

急
な
立
ち
上
が
り
は
、
強
い
貧
血
症
状

で
失
神
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
飲
酒
後
の
入
浴
は
直
後
の
血

圧
上
昇
、
入
浴
後
の
血
圧
の
急
降
下
で

脳
貧
血
、
不
整
脈
や
心
疾
患
な
ど
を
誘

発
す
る
危
険
性
が
一
層
高
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、温
泉
は
家
庭
風
呂
と
比
べ
て
、

保
温
効
果
等
に
よ
る
血
圧
降
下
が
顕
著

で
、
か
つ
持
続
す
る
た
め
に
、
一
層
の

注
意
が
必
要
で
す
。

い
の
ち
を
守
る
「
10
カ
条
」

　

入
浴
事
故
の
予
防
は
、
事
故
の
原
因

を
よ
く
理
解
し
、
い
の
ち
を
守
る
「
10

カ
条
」
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
習
慣
化

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
！　

も
う
無
理
の
利
か
な
い
年
頃
で
す
か

ら
、
安
全
な
入
浴
法
を
守
っ
て
、
有
意

義
な
人
生
を
送
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

久保寺公正さん

事
故
は
、
交
通
事

故
の
数
倍
に
の
ぼ

り
、
年
間
１
万
７

０
０
０
人
と
も
１

万
９
０
０
０
人
と

入
浴
事
故
は

な
ぜ
起
こ
る

　

入
浴
事
故

「
飛
び
込
む
」
よ
う
に
入

り
、「
首
ま
で
」
浸
か
っ

て「
長
湯
」、出
湯
の
時
は
、

「
ガ
ッ
バ
」
と
立
ち
上
が

る
。
ま
た
、
仲
間
と
の
温

泉
旅
行
で
は
、
す
っ
か
り

は
、
シ
ャ
ワ
ー

式
の
海
外
で
は

稀
で
す
が
、「
熱あ
つ

湯ゆ

に
首
ま
で
浸

箍た
が

が
は
ず
れ
「
飲
酒
後
」
や
「
早
朝
」

の
一
風
呂
も
気
に
し
な
い
！　

一
気
に

危
険
度
が
増
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の

類
の
行
動
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

こ

① 脱衣所や浴室は、寒さを感じな
い25℃程度に暖めておく。
② 入浴前・後に充分な水分を補給
する（入浴1時間前に水分補給
の習慣化）。
③ 入浴は、食事や飲食前の16～19
時とし、回数は1日２～3回以
内とする。
④ 入浴は、高温浴（42℃以上）を
避け、温めの湯（41℃以下）で、
長湯をしない。
⑤ 浅め（低い水位）の浴槽で半身
浴の入浴とする。
⑥ 飲食後の入浴及び入浴中の飲酒
は厳禁である。
⑦ 先ずは手足から、身体・頭にか
け湯し、体を洗って静かに入浴
する。
⑧ 出浴する場合は、静かに立ち上
がる。
⑨ 早朝の入浴は、入浴時間前に充
分な水分を補給する。
⑩ 入浴するとき、出湯した時は、
家族や友人にこの旨を伝える。
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文
子
市
長
が
山
下
ふ
頭
へ
カ
ジ
ノ
を
誘
致

を
す
る
と
い
う
発
言
に
関
連
し
た
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
０
１
８
年
度
経
過
報
告
、
同

決
算
報
告
、
第
24
回
ふ
れ
あ
い
手
づ
く
り

文
化
祭
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
２

０
１
９
年
度
活
動
方
針
案
と
同
予
算
案
、

第
25
回
ふ
れ
あ
い
手
づ
く
り
文
化
祭
予
算

案
が
一
括
提
案
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
予

算
に
つ
い
て
の
質
問
と
県
退
職
者
会
の
組

織
拡
大
、
各
退
職
者
会
の
活
動
報
告
が
あ

高
齢
者
の
要
求
前
進
へ

り
、
議
案

を
補
足
し

ま
し
た
。

　

参
加
者

の
発
言

で
、
鎌
倉

市
政
や
横

浜
市
政
を

め
ぐ
る
動

き
が
良
く

わ
か
り
、

黒
岩
県
知

事
の
大
企

業
支
援
の

産
業
政
策

の
推
進
に

対
し
て
も
、
県
民
の
切
な
る
願
い
と
は
か

け
離
れ
て
い
る
県
政
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
安
心
で
き
る
年
金
制

度
や
、
安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療
や
福
祉

制
度
の
充
実
、
憲
法
を
い
か
し
て
９
条
を

守
る
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
、
地
域
の
高
齢

期
運
動
へ
の
参
加
、
地
域
「
九
条
の
会
」

の
活
動
の
応
援
、
ふ
れ
あ
い
手
づ
く
り
文

化
祭
へ
の
参
加
、
各
単
会
の
活
動
交
流
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
各
議
案
を
満
場
一
致
で

採
択
。
加
瀬
文
隆
会
長
を
は
じ
め
14
人
の

新
役
員
を
選
出
し
、
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
県
退
職
者
会
の
今
後
の
と
り

く
み
や
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
た
総
会
で

し
た
。 
（
中
嶋
ひ
と
み
）

〈
新
役
員
紹
介
〉

　

会　
　

長　

加
瀬　

文
隆
（
県
）

　

副
会
長　

内
田　

次
敏
（
鎌
倉
）

　

副
会
長　

眞
次　

英
一
（
横
浜
）

　

事
務
局
長　

今
井　
　

信
（
横
浜
）

　
事
務
局
次
長　

友
井　

眞
言
（
県
）

　

幹　
　

事　

青
沼　

慶
祐
（
県
）

　

幹　
　

事　

安
部　

直
幸
（
横
浜
）

　

幹　
　

事　

植
木
眞
理
子
（
県
）

　

幹　
　

事　

小
島
八
重
子
（
県
）

　

幹　
　

事　

坂
本
あ
や
子
（
鎌
倉
）

　

幹　
　

事　

栖
原　

秀
夫
（
横
浜
）

　

幹　
　

事　

高
須　

昌
和
（
横
浜
）

　

会
計
監
査　

金
子　
　

豊
（
横
浜
）

　

会
計
監
査　

酒
井　

道
生
（
県
）

（
敬
称
略
）

神奈川自治労連退職者会
第28回定期総会

各退職者会のとりくみを交流

新役員を選出し元気よくスタート

　

神
奈
川
自
治
労
連
退

職
者
会
は
昨
年
の
10
月

16
日
、
横
浜
市
従
会
館

で
第
28
回
定
期
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
約
40
人
。

　

議
長
を
選
出
後
、
加

瀬
文
隆
会
長
と
来
賓
の

神
奈
川
自
治
労
連
委
員

こだま会の人間ドックのお勧め

　人間ドックは隠れた病気を見つけます。手遅れだったと
いうことがないように、自治体の定期健診をはじめ、精密
な人間ドックを定期的に受診されることをお勧めします。

隠れた病気を見つける人間ドック

病院等 所　在　地 電　話 最寄駅

かながわ
クリニック

横浜市中区元浜４
－32県民共済馬車
道ビル 神奈川県結
核予防会

045(201)8521
ＭＭ線
馬車道駅下車徒
歩３分

京浜健診
クリニック

横浜市金沢区柳町
３－９ 045(782)3222

京急線
金沢八景駅下車
徒歩10分

けいゆう
病院検診
センター

横浜市西区みなと
みらい３－７－３ 045(221)8291 ＭＭ線みなとみ

らい駅

JA健康管
理センター
あ つ ぎ

厚木市酒井3132 046(229)3731
小田急本厚木駅
南口。神奈中バス
「リバーサイド前」
下車徒歩５分

JA健康管
理センター
さがみはら

相模原市緑区橋本
６－１－14 ザ・ハ
シモトタワー４階

予約は046（229）37
31へ（JA健康管理
センターあつぎ）

JR・京王線橋本駅
北口から徒歩２分

★健診内容・料金等は各健診機関にお問い合わせを。
★申込みの際「こだま会会員」であることを必ず申し出てください。

長
・
高
橋
輝
雄
さ
ん
か
ら
、
台
風
19
号
に

よ
る
県
内
の
被
害
状
況
や
、
横
浜
市
の
林
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お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
の
11
月
15
日
以
降
、
事
務
局

で
把
握
し
た
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
で

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（　

）
内
は
享
年
。

清
水　

啓
一　

様
（
88
）

原
田　

紘
一　

様
（
77
）

松
本　

洋
子　

様
（
86
）

奥
田　

英
雄　

様
（
77
）

杉
山　

久
子　

様
（
99
）

叶
井　

進
一　

様
（
88
） 

渡
辺　

善
明　

様
（
75
）

岡　
　

良
子　

様
（
81
）

秋
中　

一
允　

様
（
84
）

鍵
和
田
洋
子　

様
（
76
）

腹話術でゴロー
ちゃんも登場

横浜市の港北公会堂で開かれた集い

　
「
一
人
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者

を
な
く
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
昨
年
の
11
月
26
日
、
県

高
齢
期
運
動
連
絡
会
の
「
第

14
回
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い
in

港
北
」
が
横
浜
市
の
港
北
公
会
堂
で
開
か

れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
９
月
、
４
２
４
の

公
立
・
公
的
病
院
の
「
再
編
統
合
が
必
要
」

と
発
表
す
る
な
ど
、
自
公
政
権
の
医
療
、

社
会
保
障
、
福
祉
切
捨
て
政
策
が
一
層
進

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
県
高
齢
期
運

動
連
絡
会
は
、「
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
年
金
引
き
下
げ
反
対
訴
訟
」
や
「
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
反
対
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
不
服
申
請

運
動
」
な
ど
を
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

「
一
人
ぼ

を
な
く
そ
う

ン
に
昨
年
の

高
齢
期
運
動

一人ぼっちの高齢者一人ぼっちの高齢者
をなくそうをなくそう

　

記
念
講
演
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
の

本
田
宏
医
師
。
テ
ー
マ
は
「
医

療
・
福
祉
が
切
り
捨
て
ら
れ
て

い
く
〜
憲
法
が
活
き
る
国
へ
の

処
方
せ
ん
〜
」。本
田
氏
は
、「
い

ま
だ
に
長
州
閥
の
利
権
集
団
が

政
界
を
ば
っ
こ
し
、『
四
民
平

等
≒
民
主
主
義
』
者
た
ち
を
政

界
か
ら
抹
殺
し
て
い
る
」「
２

０
１
９
年
７
月
の
参
議
院
選
で

自
民
党
の
絶
対
投
票
率
は
２
割

し
』を
一
層
破
壊
し
て
い
る
」「
平
和
憲
法

９
条
の
名
文
改
憲
す
る
た
く
ら
み
を
捨
て

て
い
な
い
」
と
指
摘
。
ま
た
「
横
浜
の
林

文
子
市
長
は
８
月
に
突
然
、
記
者
会
見
で

Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
誘
致
を
表
明
し
た
」「
カ
ジ

ノ
の
是
非
は
市
民
が
決
め
る
。
住
民
投
票

の
受
任
者
を
募
り
カ
ジ
ノ
反
対
の
先
頭
に

立
と
う
」と
報
告
と
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
横
浜
市
内
の
各
分
野
の
高

齢
者
団
体
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
ま
た
、
カ

ジ
ノ
反
対
横
浜
連
絡
会
は
、「
カ
ジ
ノ
誘

致
反
対
大
運
動
が
必
要
」
と
特
別
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
恒
例
の
文
化
行
事
。
各
団
体

の
サ
ー
ク
ル
が
ギ
タ
ー
演
奏
や
歌
、
日
本

舞
踊
な
ど
を
披
露
。最
後
に「
集
会
ア
ピ
ー

ル
」
を
採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

 
（
鳥
居
伸
太
郎
）

第14回
輝け高齢期
かながわの
つどい in港北in港北

を
切
っ
た
」「
あ
き
ら
め

ず
に
政
治
を
変
え
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
実
行
委
員
会

事
務
局
長
の
相
楽
育
雄
さ

ん
が
基
調
報
告
。「
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
３
５
８

８
万
人
。
貧
困
と
孤
独
死

が
増
え
て
い
る
の
に
、
安

倍
自
公
政
権
は
『
全
世
代

型
社
会
保
障
の
実
現
』
と

し
て
、
10
月
か
ら
消
費
税

を
10
％
に
引
き
上
げ
て
、

『
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

神奈川県職員
　九条の会 平和のつどい

憲法カフェへどうぞ
と　き● 3月14日（土）13時30分受付　
　　　　14時開会～16時30分閉会
ろころ●万国橋会議センター会議室
　　　　横浜市中区海岸通4－23
　　　　☎045（212）1034
　　　　（ 地下鉄みなとみらい線「馬車道」
　　　　　 6番出口より徒歩 4分）
憲法カフ ェ●弁護士の太田伊早子さん
　　　　（ 横浜法律事務所）を囲み、憲法に

ついて話し合い、理解を深めます
資料代●500円
問合先●佐伯義郎・事務局長　
　　　　〒241－0023 横浜市旭区本宿46－23
　　　　℻   045（363）6397
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●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

鬼
は
外
、
〇
○
○
○
〇

５　

質
は
も
ろ
く
小
孔
が
あ
り
水
に
浮

く
。
垢
す
り

７　

実
際
の
風
景
に
似
せ
て
小
型
模
型

を
配
し
た
も
の

10　

自
伝
。
○
○
史

11　

サ
ッ
カ
ー
の
ジ
ー
コ
選
手
の
出
身
国

13　

真
心
の
こ
も
っ
た
心
づ
か
い
を
す

る
さ
ま

14　

い
る
場
所
か
ら
引
き
下
が
る
。
逃

げ
る
。
退
く

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　

高
い
所
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と

２　

○
○
者
は
拒
ま
ず

３　

ア
ル
プ
ス
の
少
女
○
○
○

４　

魚
介
類
を
水
や
酒
で
煮
て
、
塩
で

味
を
付
け
た
汁
物

６　

満
足
し
な
い
こ
と

８　

恋
す
る
を
英
語
で

９　

○
○
○
万
丈

11　

○
○
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝

12　

質
素
な
こ
と

◇応募要領◇
①ヒント：２重枠に入った文字をＡか
らＥの順に並べてできる文字は？
②回答送付先：231－8588横浜市中区
日本大通1 県庁本庁舎地下1階 神奈
川県職労連退職者こだま会パズル係
③郵便葉書に答、住所、郵便番号、
氏名を記入し、３月15日までに上記
②へお送りください。メールも可。
④賞品：正解者から抽選で５人の方
にクオカード進呈します。
⑤発表：次号（５月15日号）

クロスワードパズルで頭の体操

●当選おめでとう●
　抽選で次の５人の方にク
オカードを進呈。石田　昊
／小林平治／藤原愼一／三
井光子／山本秀実（敬称略）

前
回
の
答
「
オ
チ
バ
タ
キ
」

回答はＥメールでもＯＫ　kodama＠kodamakai.sakura.ne.jp　こだま会報パズル係
FAXでもＯＫ　045（212）3178　こだま会報パズル係

係から：回答はがきの余白に、本紙についての感想
や要望、身近かな話題などひとことを。「会員の広場」
欄などに掲載させていただく場合があります。匿名
の場合は「匿名希望」とご記入ください。

１ ２ ３ ４
D

５
B

６

７ ８

９
A

10

11 12

13
E

14
C

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ答

カンナヅキ
ミ　ナ　ナハ
シラカバ　タ
バ　マスカラ
イチド　ラク
　チ　オス

❖
高
齢
者
に
夕
食

弁
当
を
届
け
る

（
横
浜
市
・
細
川

繁
吉
）

　

自
家
用
車
を
利

用
し
て
、
高
齢
者

に
夕
食
の
弁
当
を

届
け
る
仕
事
を
、

土
曜
・
日
曜
・
祝

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

❖
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
喫
緊

 

　
（
長
野
県
飯
山
市
・
山
本
秀
実
）

　

一
躍
注
目
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
女
の

活
動
も
あ
り
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、

世
界
中
で
真
剣
に
論
議
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
正
直
つ
い
最
近
ま
で
自
分
に
と
っ
て

は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
と
高
を
く
く
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
10
月
、
甚
大
な
被
害

を
広
域
に
も
た
ら
し
た
台
風
19
号
の
豪
雨

に
よ
り
、
私
の
移
住
Ｕ
タ
ー
ン
先
の
飯
山

市
で
も
、
千
曲
川
支
流
の
内
水
氾
濫
で
市

役
所
の
あ
る
市
街
地
を
中
心
に
１
㍍
近
く

も
浸
水
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
行
っ

た
が
、
初
め
て
の
身
近
な
場
所
で
の
被
害

の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
と
と
も
に
、

安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め
に
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
が
喫
緊
の
事
案
で
あ
る
と

改
め
て
思
う
。

❖
藤
田
孝
典
著
『
下
流
老
人
』『
続
・
下
流

老
人
』
の
一
読
の
す
す
め

 

　
（
二
宮
町
・
湯
川　

勉
）

　

日
本
の
高
齢
者
が
今
、
若
者
は
将
来
、

一
億
総
老
後
崩
壊
す
る
衝
撃
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
介
護
保
険
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
私
も
含
め
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
だ
ま
会
員
も
あ
ぶ
な
い
？

　

藤
田
孝
典
著
『
下
流
老
人
』『
続
・
下
流

老
人
』（
朝
日
新
書
）
の
一
読
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

絵
手
紙

宮澤恭子さんの作品

奥津弘久さんの作品



第　127　号　（8）2020年（令和２年）2月15日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

こ
だ
ま
会
報
２
月
号
の
企
画
を
12
月

編
集
委
員
８
人
で
決
め
る

「
会
員
紹
介
」
な
ど
の
原
稿
依
頼
先
を

出
し
合
い　

声
か
け
担
当
を
決
め
る

１
月
は
原
稿
締
め
切
り
打
ち
合
わ
せ

２
月
に
校
正
し
て
ほ
ぼ
完
了

会
員
の
み
な
さ
ん

こ
だ
ま
会
総
会
の
は
が
き
に
『
せ
い

か
つ
短
信
』を
寄
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ん

パ
ズ
ル
に
回
答
さ
れ
た
み
な
さ
ん

「
こ
だ
ま
会
報
」
で
交
流
を

コ
ラ
ム「
散
歩
道
」「
会
員
紹
介
」「
写

真
や
絵
手
紙
」「
パ
ズ
ル
の
回
答
と

会
員
の
広
場
」
へ

こ
だ
ま
会
事
務
局
宛
へ
メ
ー
ル
・
郵

送
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

 

編
集
子

メ
ニ
ュ
ー
は
６
品
と
多
彩

①
貝
柱
・
海
老
・
椎
茸
な
ど
具
沢
山
の
五

目
炊
き
込
み
ご
飯
。
ス
タ
ミ
ナ
強
化
と
造

血
作
用
の
あ
る
党
参
水
。

②
白
菜
と
春
雨
の
ス
ー
プ
に
は
、
消
化
機

能
の
あ
る
黄
耆
。

③
蒸
し
（
今
回
は
茹
で
た
）
鶏
胸
肉
の
梅

食文化を楽しむ会

お
試
し
あ
れ

－

風
邪
予
防
の
薬
膳
料
理

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
け
。

④
人
参
の
味
噌
煮
す
り
胡
麻
あ
え
。

⑤
生
野
菜
の
サ
ラ
ダ
に
は
老
化
を
防
ぐ
ク
コ
。

⑥
芋
羊
羹
。

　

と
多
彩
で
す
。

分
担
し
て
料
理
づ
く
り

　

さ
っ
そ
く
10
人
で

メ
ニ
ュ
ー
を
分
担

し
、
料
理
作
り
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
料
理

指
導
の
亀
井
禎
子
さ

ん
に
、「
こ
れ
は
ど

の
よ
う
に
切
れ
ば
よ

い
の
か
」「
量
は
ど

の
く
ら
い
入
れ
れ
ば

よ
い
の
か
」
な
ど
、

聞
き
な
が
ら
奮
闘
で
す
。

　

参
加
者
も
慣
れ
、
手
際
が
良
か
っ
た
の

か
、
12
時
15
分
に
炊
き
込
み
ご
飯
が
炊
き

あ
が
り
、
早
速
料
理
を
囲
ん
で
、
懇
談
し

な
が
ら
会
食
。
炊
き
込
み
ご
飯
は
や
さ
し

い
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
白
菜
と
春
雨

の
ス
ー
プ
は
柔
ら
か
い
味
。
鶏
肉
の
ソ
ー

ス
は
、①
ユ
ズ
・
味
噌
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
、

②
梅
干
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
２
種
の
食
べ
比

べ
、
ど
ち
ら
も
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
。
人

参
の
味
噌
煮
す
り
胡
麻
あ
え
も
な
か
な
か

の
出
来
。
全
品

「
お
い
し
い
」

の
連
発
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が

予
想
さ
れ
て
い

る
な
か
、
皆
さ

ん
も
お
試
し
あ
れ
。
風
邪
予
防
間

違
い
な
し
で
す
。

　

ま
た
、
亀
井
さ
ん
か
ら
、「
高

齢
の
た
め
今
回
で
薬
膳
料
理
の
指

導
は
終
了
し
た
い
」
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ど
な
た
か
、
料
理
教
室
を
ご
指

導
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
小
島
八
重
子
）

横浜西地区センターで

分担して作りました

☆ 退職者こだま会会員の方及びご家族の
方は「団体料率」でお申込みいただけ
ます。

☆ 県在庁中アフラックの保険加入済みの
方は、退職後も「団体料率」で継続い
ただけます。

　 　
アフラック

（アメリカンファミリー生命保険会社）
＊募集代理店
　 （有）神奈川ユニオンアシュアランス
　〒252－0244　相模原市中央区田名4417
　フリーダイヤル　0120（61）3243
＊引受保険会社
　 アフラック町田支社
　〒194－0021　町田市中町１－２－４
　日新町田ビル３階
＊ 当社保険に関するお問い合わせ、各種
手続き

＊ コールセンター：0120（5555）95

アフラックのご案内 団体扱い

新生きるためのガン保険D
デ ィ ス

ays
ちゃんと応える医療保険E

エ ヴ ァ ー

VER

　こだま会の料理教室（食文化を楽
しむ会・楽しい料理教室）では、調
理の指導をしてくださる方を募集中
です。開催は年１から２回程度。自薦・
他薦ＯＫ。お問い合わせ・お申し込
みはこだま会事務局まで。〒231－85
88 横浜市中区日本大通１ 県庁本庁者
地下１階 県職労連退職者こだま会。
☎045（212）3179（毎週火曜日10時
～16時）。

　

食
文
化
を
楽
し
む
会
の
「
風

邪
予
防
の
薬
膳
料
理
教
室
」
が

年
末
の
12
月
５
日
、
横
浜
市
西

地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

募 集 中


